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１.大内氏遺跡について 

 大内氏遺跡は、室町時代に山口を治めた大内氏に関する史跡です。大

内氏館跡、築山跡、高嶺城跡、凌雲寺跡の４つの史跡からなり、昭和３

４年（１９５９）に「大内氏遺跡 附
つけたり

凌雲寺跡」として国の史跡に指定

されました。 

 山口市では、史跡の発掘調査や整備を進めるとともに、将来にわたっ

て史跡を適切に保存・活用するための「史跡大内氏遺跡保存活用計画」

の策定を進めています。 

【各史跡概要】 

 大内氏館跡：山口市大殿大路にある大内氏の居館跡。第２４代大内弘

世がこの地に館を築いたと伝わる。池泉庭園や枯山水庭

園などがあり、館の周囲は塀や堀が巡っていた。 

 築 山 跡：館跡の北側にある大内氏の別邸跡。第２８代大内教弘が

築造し、教弘死後は教弘の鎮魂の場となった。 

 高 嶺 城 跡：第３２代大内義長が毛利軍の侵攻に備え、弘治２年（１

５５６）に築城を始めたが、完成には至らなかった。大

内氏滅亡後に毛利氏が築城を再開し、弘治３年（１５５

７）に完成した。 

 凌 雲 寺 跡： 山口市中尾にある寺院跡。第３０代大内義興の菩提寺と

伝わり、惣門跡と呼ばれる大規模な石垣が残る。 

 

２.大内氏遺跡指定６０周年記念事業について 

大内氏遺跡は、昭和３４年（１９５９年）に国の史跡に指定されてか

ら、平成３１年で６０周年を迎えます。 

 このことを踏まえ、このたび、「大内氏遺跡指定６０周年記念事業」と

して、年間を通じて、大内氏の活躍や功績等を紹介する特別展や講演会

を開催するほか、ゆかりの史跡を巡るウォーキングイベントやバスツア

ー、大内文化特定地域に数多く残る大内氏関連文化財を巡るフォトラリ

ー、大内文化及び大内文化の精神性である“進取の気風”の周知促進を

主な目的としたナイトイベント等を開催いたします。 

件 名： 大内氏遺跡指定６０周年記念事業について 

担当課： 

関係課： 

教育委員会 文化財保護課 大内文化財担当（電話：083-920-4111） 

交流創造部 文化交流課 歴史文化のまちづくり推進室（電話：083-934-4155） 
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３.事業内容 

 ①中尾の文化財さんぽ（文化財保護課所管事業） 

  日時：平成３１年４月６日（申し込み受付終了） 

  場所：山口市中尾周辺 

  内容：赤田神社～凌雲寺跡のウォーキングイベント。道中の文化財 

や自然を楽しみながら巡ります。 
 

 ②お写ん歩フォトラリー（文化交流課所管事業） 

  日時：平成３１年４月２７日～５月６日 

  場所：大内文化特定地域 

内容：大内文化特定地域内に残る大内文化、幕末・明治維新等の 

史跡スポットをカメラで撮影しながら巡るフォトラリーを

開催します。併せて、４月２８日にはプロカメラマンのレク

チャーを受けながら撮影スポットを巡る「お写ん歩（おしゃ

んぽ）ツアー」を開催します。 
 

 ③講演会「大内義隆の遷都計画‐もう一つの戦国時代‐」 

   （文化財保護課所管事業） 

  日時：平成３１年５月２６日（日）１３：３０～１６：００ 

  場所：山口県教育会館 

  講師：トーマス＝コンラン氏（米プリンストン大学） 

  内容：大内氏研究の第一人者であるコンラン氏による、大内義隆に

関する講演です。 
 

 ④講演会「祇園祭の歴史と楽しみ方（仮）」（文化財保護課所管事業） 

  日時：平成３１年７月２０日（土）１３：３０～１６：００ 

  場所：山口県立図書館レクチャールーム 

  講師：河内将芳氏（奈良大学） 

  内容：祇園祭御神幸の日に、祇園祭の歴史や楽しみ方について講演

していただきます。 
 

 ⑤大内文化特定地域賑わい創出ナイトイベント（文化交流課所管事業） 

  日時：平成３１年９月下旬 

  場所：大内文化特定地域内 

  内容：大内氏関連文化財が数多く残る大内文化特定地域おいて、主

として、若年層への大内文化及び大内文化の精神性“進取の

気風”の周知促進及び地域の賑わい創出等を目的として、  

「音楽」と「映像」を用い、「国際交流」の要素も盛り込んだ
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ナイトイベントを開催します。 

 ⑥山口市歴史民俗資料館特別展（文化財保護課所管事業） 

「大内氏のトビラ‐山口をつくった西国大名‐」 

日時：平成３１年１０月１２日～１２月８日（予定） 

場所：山口市歴史民俗資料館 

内容：大内氏に関する史料をもとに、その活躍や功績について紹介

します。会期中には学芸員によるギャラリートークを実施し

ます。 

備考：入館料一般１００円、９時～１７時（入館は１６時半まで） 

 

 ⑦大内氏ゆかりの史跡を巡るバスツアー（文化財保護課所管事業） 

  日時：歴史民俗資料館特別展期間中 

  内容：市内にある大内氏ゆかりの史跡を、専門家とともにバスで巡

ります。 

  備考：要参加費（詳細未定） 

 

４．「大内氏遺跡指定６０周年記念事業」ロゴマークについて 

当該記念事業の効果的な広報等を目的として、大内菱を採用した 

ロゴマークを作成しました。 

今後、上記３．に記載するイベント等の広報で積極的に活用します。 
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日　時：平成 3１年４月６日 （土）

　　　　10 ～ 14 時　雨天中止

人　数：30 名 （要事前申込・応募多数の場合は抽選）

申込み：電話またはファックス・Ｅメールで

　　　　市文化財保護課までお申込みください。

　　　　住所・氏名・電話番号をお伝えください。

　　　　締切は平成 3１年３月１０日

参加費：１,０００円 （保険料・資料代／当日集金）

備　考：集合・解散場所は赤田神社拝殿前です。
　　　　　（吉敷赤田５-３-１・中国ＪＲバス四ノ宮前下車）

　　　　車でおいでの方は神社駐車場をご利用くだ

　　　　さい。

　　　　昼食・飲み物は各自でご用意ください。

主　催：山口市教育委員会 文化財保護課

　　　　〒753-0073　山口市春日町５番１号

　　　　  083-920-4111（電話）・4112（ＦＡＸ）
              bunkazai@city.yamaguchi.lg.jp
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山口市教育委員会 文化財保護課
山口市春日町５番１号 ☎ 083-920-4111 ✉bunkazai@city.yamaguchi.lg.jp

山口県教育会館大ホール（山口市大手町2-18）

日本語による講演です。手話通訳及び要約筆記あり。

講　師

主　催

13：30～16：00
（ 開 場 13：00 ）5/26

2019

（日）

あら、

　あなたも？

Dr. Thomas D. Conlan
Princeton University

第13回 大内氏歴史文化研究会講演会



国の史跡指定から今年で 6 0 周 年 ！

つながる
大内氏遺跡

つけたり

じょうあと りょううん じ あとやかたあと つき やま あと こうのみね

山口市教育委員会　文化財保護課

今から60 年前の昭和 34 年（1959）11月 27日、

館跡・築山跡・高嶺城跡・凌雲寺跡の４遺跡が

国の史跡「大内氏遺跡附凌雲寺跡」に指定され

ました。

これを記念し、大内文化に関する各種イベントを

開催する予定です。今後、市報や市ホームページな

どで情報を発信していきますので、ご期待ください。

ＪＲ山口駅から徒歩 20 分、バス停 美術館前から徒歩 5分です。
周辺の駐車場に限りがございますので、できるだけ公共交通機関をご利用ください。

講 師略歴

トーマス D.コンラン氏

Thomas D. Conlan

米国プリンストン大学 教授（東アジア史）

10 ～16世紀の日本における戦争や儀式の実態、政策意思決定のあり方や理念、

社会構造について研究している。

現在、15・16 世紀における宗教と政治の役割と、この時代の中心的存在であった

西日本の大名大内氏について著書を執筆中。

代表的著書に『図説 戦国時代 武器・防具・戦術百科』（原書房）など多数。
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